
北森カレッジニュース

・木質耐火部材等の新たな木質部材の活用
以上のような町のさまざまな施策方針に基づいて建
築された滝上町診療所は，表3に示す3点が特徴と
なっています。

■建物の概要
 滝上町診療所の概要は表4のとおりです。

滝上町診療所は，木軸材の接合部に金物を用いた
KES構法*を採用し，耐震性や施工効率の高い構造を
実現しています。

*：（株）シェルターの開発した接合金物工法

また，滝上町診療所は 2階建てで延床面積が
1,000m2を越えることから準耐火建築物としなければ
なりません。構造材に木材を使って準耐火建築物の基
準をクリアする方法として，
1)　木構造材を石こうボード等で覆う
2)　木材の表面が燃えても構造に支障がないことを確
かめる「燃えしろ設計」を用いる

3)　外壁を耐火構造とする
などの方法があります。
滝上町診療所は1)を基本としているため竣工後，木

構造は隠れますが，待合ホールの3本の柱については
2)を用い，木材を現しとしています（写真2）。

■町産材，認証材の利用
滝上町診療所における町産材の流れを表5に示しま
す。ここに掲載している森林管理から伐採，製材，集
成材加工，プレカットに至る工程に関わる事業者は全
てFMもしくはCOCの認証を取得しています。従っ
て，町産材＝認証材，となります。また，町内森林の
98%が認証林なので，認証材の供給はスムーズに進め
ることができています。なお，SGEC認証材及び
SGEC管理材に適合しない材を一部に用いる必要があ
り，部分認証を選択しました。
認証取得を進めるに当たっては，新たな業務（写真

3）や運用ルールの導入が増え，現場や関係者に対し
て業務負担の増加をもたらしました。特に，従来の業
務フローに変更を加える必要があり，関係部署との調
整や理解促進に時間と労力を要しました。
道内では8施設がSGECプロジェクト認証を取得し

9月25日，建設が進められていた滝上町国民健康保
険診療所（以下，滝上町診療所）が開業しました（写

真1）。滝上町診療所は，町産材の利用，SGECプロ
ジェクト部分認証の取得（予定），Nearly　ZEB（後
述）の省エネルギー性能などの特徴があります。そこ
で，滝上町農林建設課の守屋課長（建設担当）にお話
を伺いました。

■滝上町がめざすゼロカーボン
滝上町は町面積の約90％を森林が占め，森林の

98％は森林認証を取得しています。この森林認証率
は全国の自治体の中で第1位となります。
滝上町ではこの豊かな森林を生かし，たとえば下記
のような施策を通じて町の活性化を図っています。
①「ずっと住まいるたきのうえ！」支援事業
構造材・下地製材材積の50％以上に認証材を用い
て住宅を新築した場合，表1の補助を行う。

②木質バイオマスの活用
・バイオマスタウン構想の策定・認定（2008年）
・バイオマス産業都市構想の策定・認定（2017年）
・ゼロカーボンシティ宣言（2022年）

・ゼロカーボンエコタウン推進計画の策定，地域脱炭素
移行・再エネ推進交付金（環境省）への採択（2023年）
直近のゼロカーボンエコタウン推進計画では2030
年度に2013年度比で温室効果ガスの排出量の50％削
減を掲げて，表2に例示する事業に取り組むこととし
ています。

■滝上町診療所改築の経緯
滝上町診療所は1956年に開設され，1975年に移転

改築されました。移転から40年以上が経過して老朽
化が進み，加えて2016年の消防法施行令改正によ
り，2025年6月末までにスプリンクラー設備の設置が
義務付けられたことから，下記のとおりに施設整備が
進められました。
・基本構想の策定（2022年）
・基本計画，実施設計の策定（2023年）
・建築工事開始（2024年1月）
・建築工事終了（2025年7月）
基本計画には，必要な医療機能を十分に発揮出来る
施設とするとともに，町内に豊富に存在する木質バイ
オマスの活用，太陽光発電パネルの導入等についても
示されています。
また，2023年に改訂した「滝上町地域材利用推進

方針」では，下記の方針を定めています。
・公共建築物の木造化・木質化
・森林認証材をはじめとする地域材の使用
・品質の明らかなJAS製品の使用

ています。滝上町診療所に対する審査が進み，認証が
得られると道内で9施設目，オホーツク管内では初の
プロジェクト認証となります。

木材使用量を表6に，建築途中の構造を写真4，5に
示します。また，表6には含まれていませんが，正面
玄関の庇を支える鋼材を覆うカラマツサーモウッド，
受付の壁の装飾に多種多様な樹種の輪切り材など，木
材を見せることを意識したデザインを施しています。

■これから
プロジェクト認証の管理主体である（株）シェルター
が認証取得の取り組みを対外的にPRするとともに，
滝上町も，SGEC認証材を用いたことのプロモーショ
ン活動を予定しています。また，HOKKAIDO WOOD 
BUILDINGへの登録も行いました。
さらに，2025～2026年度にかけて町産材を活用し
たZEH職員住宅の新築を計画しているなど，これか
らも町産材の活用を進めていく予定です。
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■食べる・たいせつフェスティバル 2025 に出展しました 

令和 7 年 9 月 20 日（土），道北アークス大雪アリーナ（旭川市

神楽 4 条 7 丁目 1-52）で開催された「食べる・たいせつフェス

ティバル 2025」に出展しました。 
この行事は，参加型体験プログラムを通じて“食べることのた

いせつさ”を楽しく学ぶ食育イベントで，北海道内の 8 地区で開

催されています。 
林産試験場の出展内容は，林産試験場の食用きのこに関する

研究開発の紹介および林産試験場で育てた菌床栽培のきのこを

収穫する「きのこ収穫体験」でした。普段触れることのできない

菌床に戸惑いながらも，多くの方に収穫を楽しんでいただくこ

とができました。 

■6期生 1年生の授業風景 
1 年生は，入学以降林業作業の基礎となるチェーンソー，刈り払い機，バックホー(ショベルカー)といった

様々な資格を取得してきました。夏休み明けの 9 月初旬には，「架線集材」(ワイヤーロープで木材を宙吊り

にして集材する技術)に関する特別教育を受講しました。 
架線集材は本州では広く行われていますが，北海道では急傾斜地が特に多い日高管内でのみ実施されてい

ます。しかし，架線集材以外でもワイヤーロープは道内の造材現場で広く用いられており，生徒は今回の特

別教育で基本的な技術と安全作業に関する知識を学んでくれたと感じました。 
今後も授業や実習を通じて様々な技術を学び，経験していくことになります。その全てで優先されるのは

安全であることを教員，生徒が共有して技術習得を進めていきます。 
 

 

（北海道立北の森づくり専門学院  主査 鈴木 貴也）

（林産試験場 広報担当）

【ワークショップの様子】 

【ロープのスプライス(編み込み)】       【タワーヤーダの索張り】      【スイングヤーダーによる集材作業】 


